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日本脊椎脊髄病学会会員各位 

【重要】第 49 回日本脊椎脊髄病学会学術集会の開催方針のお知らせ 

 

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)は今後も予断を許さない状況が続くことが予測されますが、本学術集会の開催方針に関
して、6 月 18 日の理事会で審議した結果、第 2 報(2020 年 3 月 30 日)でご案内した通り、会期は 2020 年 9 月 7 日(月)
～9 日(水)、会場は神戸コンベンションセンター(神戸国際展示場、神戸国際会議場、神戸ポートピアホテル)にて、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止策を徹底した上で、現地開催することにいたしました。 
Web 配信を組み合わせた開催ではありませんので、座長・演者および参加者の皆様には、神戸の会場へお越しいただきます。
以下のように、ご来場に向けたご準備と、感染症拡大防止策としての対応と変更に、ご協力をお願いします。 
 

１．最新プログラムは、今後、学術集会ホームページにてご確認ください 
会員宛へ郵送済みの抄録集(名古屋開催版)の掲載プログラムから、日時・会場はもちろん、演題取り下げや、座長・演者に
変更が生じます。最新プログラムの公開に向けて準備を進めておりますので、今後、学術集会ホームページでご確認をお願い
します。 

２．会員限定の事前参加登録にご協力をお願いします 
事前参加登録をされた会員は、当日会場にて、QR コードを使用したネームカード自動発券機にて受付を行います。参加人
数の予測、受付時の人との接触機会や待機列をできる限り抑えるためにも、会員は事前参加登録にご協力をお願いします。 

３．感染症防止対策による開催運営にご協力をお願いします 
発熱、倦怠感、呼吸困難がある場合はご来場をお控えください。必ずマスクを常時着用してご参加ください。会期中は神戸国
際会議場・神戸国際展示場の入場口、および神戸ポートピアホテルのロビーにて、来場者全員の検温を 1 人 1 日 1 回実施
します。発熱の疑いがある場合は、再度の測定やご参加に関して、浜松医科大学の運営スタッフがご相談させていただきます。
また、手洗い・アルコール消毒にご協力ください。 

４．口演会場の収容人数を半分以下に制限します 
   会場施設側の利用指針等に従い、口演会場はソーシャルディスタンスを反映した座席レイアウトにするため、収容人数を通常

より半分以下に制限します。立ち見は不可とし、満席時は入場をお断りします。一部プログラムでは、中継会場を設けますので、
分散聴講にご協力をお願いします。 

５．口演発表は日本語での講演も認めます。ただし、発表スライドは英語で作成してください 
特別講演、教育研修講演、シンポジウム、共催セミナー等の主要な講演は、すべて英語で口演していただく予定でしたが、日
本語での講演も認めます。主題・一般演題の口演発表は予定通り、英語か日本語を選択して口演してください。ただし、発表
スライドはすべての口演発表において、英語で作成をお願いします。なお、マスク着用での口演を認めます。 

６．ポスター発表は 3 日間の掲示のみに変更し、発表は行いません 
ポスター発表は密集かつ近距離でのディスカッションになるため、集団感染リスクを抑制する目的で、発表者は紙ポスターの掲示
のみを 3 日間（9 月 7 日午前から 9 月 9 日正午まで）お願いします。座長進行による発表は行いません。 

７．評議員会の開催はありません 
 
ご参加予定の皆様、ご協賛企業の皆様には、大変なご心配とご不便をおかけしておりますことを心よりお詫び申し上げます。学術集
会ホームページに最新情報を随時更新して参りますので、ご参照くださいますようお願い申し上げます。何卒ご理解とご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。 
 
2020 年 7 月吉日 

一般社団法人日本脊椎脊髄病学会 理事長 
第 49 回日本脊椎脊髄病学会学術集会 会長 

松山 幸弘 
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2020年7月吉日 
会 員 各 位 

 
一般社団法人日本脊椎脊髄病学会 

理事長  松山 幸弘 
担当理事 西良 浩一  

  委員長   竹下 克志 
 

第10 回術中脊髄モニタリングのハンズオンセミナーの開催について 
 
 日本脊椎脊髄病学会は脊椎脊髄疾患に関する研究を促し、知識の公表及び普及を通して人類の健

康保持・増進に資することを目的としております。術中脊髄モニタリングの重要性が増している反

面、モニタリングを施行していない施設も多く、その種類や技法について習熟する機会を得られな

い会員が多いことも判明しました。 
そこで本会では、教育研修委員会脊髄モニタリングワーキンググループ主導の下、会員を対象と

した術中モニタリングのハンズオンセミナーを下記により開催することになりました。セミナーで

は、実際の手術、モニタリング方法、基礎的な講義を受講していただく予定です。また本年度より

術中脊髄モニタリング認定医制度が発足し、認定医に必要な単位取得と試験が同セミナーで受講可

能となります。 
奮ってご参加くださいますようご案内いたします。 
（尚、新型コロナウイルス感染症の影響により予定変更となる可能性があります。） 
 

記 
実施時期 ： 2020 年9 月～2020 年 12 月のうちの１日 
募集人数 ： 50 名 （先着順）  ＊但し事前の申し出により技師1 名の帯同を許可する。 
参 加 費 ： 無 料        ＊但し実施施設までの交通費・宿泊費などは自己負担とする。 
 
申込手順： ①受講希望会員は、必要事項を記載した申込書（様式1）を E メールにて提出する。 

②委員会は受講者及び受講施設を決定し、9 月中旬迄に E メールで双方に通知する。 
③受講決定者は受講施設に連絡して受講日を決定し、セミナー受講日の１週間前までに 

事務局へ届け出る(届け出先：maf-jssr@mynavi.jp)。 
申込期間 ： 2020 年8 月3 日正午より 2020 年8 月 21 日正午まで（先着順） 
終了報告：受講後1 週間以内に終了報告書（様式2）を E メールにて提出する。 

＊様式は会員ＨＰ http://www.jssr.gr.jp からダウンロードできます。 
 
書類提出先 ：E メール maf-jssr@mynavi.jp 
   一般社団法人日本脊椎脊髄病学会 脊髄モニタリング ハンズオン・セミナー係 

*ご質問等も E メール（maf-jssr@mynavi.jp）にて申し受けます。 
実施施設一覧 ： 

1. 弘前大学  2. 東京女子医大八千代医療センター 
3. 東京医科歯科大学  4. 杏林大学 
5. 浜松医科大学  6. 名古屋大学 
7. 和歌山県立医科大学  8. 広島市立安佐市民病院 
9. 山口大学  10. 高知大学 

11. 久留米大学  12. 奈良県立医大 
13. 関西医科大学  14. 村山医療センター 

以上 
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JSR 編集委員会より会員の皆様へのお知らせ 
 
 
学会公式ジャーナル『Journal of Spine Research』（JSR）について重要なお知らせがございます。 
 
 
【投稿規定】 
2020 年 1 月 よ り JSR は 完 全 電 子 化 さ れ ま し た 。 投 稿 の 際 に は 最 新 の 改 訂 版 (http://jsr-
journal.jp/submission.html)を御確認ください。 
 
 
【第 49 回脊椎病学会発表予定演題の論文投稿について】 
学術集会が 9 月 7～9 日に延期されました。例年は 4 月の学術集会が終了した時点で JSR への論文投稿をお願
いしておりましたが、今年度は発表予定演題の中から抄録査読点数上位の論文に対して、近日中に投稿を依頼
する予定です。採択された論文は 2020 年度の優秀論文賞審査の対象となります。また、JSR 論文は将来の本学
会評議員申請において評価されますので、是非積極的なご投稿をお願いします。 
 
 
【日本脊椎脊髄病学会特集号に優秀論文賞を設置】 
昨年度より JSR では日本脊椎脊髄病学会特集号（1・2・5・9 号）に掲載された論文から特に優秀な２論文を
賞金（１０万円）とともに表彰する「優秀論文賞」の制度を設けております。奮ってご投稿ください。 
2019 年度の受賞論文は以下の通りです。 
「10-9 号掲載 中元 秀樹（横浜労災病院整形外科）  
論文名：脊椎手術 SSI における深達度別のリスクファクター-2,465 例の解析結果- 」 
「10-5 号掲載 角谷賢一朗（神戸大学大学院整形外科）  
論文名：脊椎転移に対する手術療法の効果と限界 」 

2020 年度優秀論文賞の詳細は、学会ホームページの会員限定ページの「会告」をご覧ください。 
 
 
【メールアドレスご登録のお願い】 
JSR 完全電子化にともない、今後の会員様への告知等はご登録頂いたメールアドレス宛に行われます。各自学
会ホームページ・マイページをご確認いただき、メールアドレスの登録・確認・変更をお願いいたします。 

 
 
 

以上 
JSR 編集委員会 

担当理事 長谷川和宏 
委員長  大島 寧 

アドバイザー 川口 善治 



                                     2020年7月吉日 

会員各位 

 

 
専門医制度委員会からのお知らせ 

 
 

前略 日頃より学会活動にご協力いただきありがとうございます。 

 

さてこのたびは、専門医制度委員会より会員各位へ3つのご案内を申し上げます。 

 

1.2020年9月5日（土）に脊椎脊髄外科専門医試験を都内で実施いたします 

詳細は脊椎脊髄外科専門医委員会のホームページ（https://ssl.jssr.gr.jp/committee/）に掲載いたしま
すので、ご覧ください。ただし、この回につきましては、第 8 回・9 回試験として実施予定であった

2020年 4月18日および6月20日の受験予定者を優先して振替をしております。そのため先着順申込

は若干名となります。ご希望の方はぜひ前述の委員会のホームページをご覧ください。 

 

2．2020年 4月18日および6月20日の試験の延期について 

両日程で試験を開催予定でしたが、すでに上記委員会のホームページでご案内のように延期となりま

した。延期後の日程は9月9日と11月8日となりますが、現状この2回についてはすでに申し込んで

いただいた方の振替日となるため、新規の募集は予定しておりません。 

なお、すでに申し込んでいただいた方へは振替日程のご希望をお伺いするハガキを発送済みとなって

おり、その返信期日は 7 月末となっております。対象者でまだ返信されていない方は、早めの返送を

お願いいたします。 

 

3.今後の脊椎脊髄外科専門医試験の応募について 

2021年1月半ばから、2021年4月の第50回JSSR学術集会時および6月の第36回NSJ学術集会時（と

もに京都予定）の募集を開始予定です。JSSRでは「指導医資格者」であればどなたでも受験可能です

ので、専門医資格についてご希望の方は奮って応募をお願いいたします。 

 

草々 

 

 

【脊椎脊髄外科専門医試験についてのお問合せ先】 

脊椎脊髄外科専門医委員会事務局 
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1-1-1 

                   パレスサイドビル 毎日学術フォーラム内 

                          電話：03-6267-4550  
 Fax：03-6267-4555 

Eメールアドレス： maf-sekisenmoni@mynavi.jp

 


